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の中で， ]R北海道は， ]R四国， ]R九州とならんで人口密度の低い地域にあり，高い輸送密度を期待
できず，さらに国鉄時代に収益の柱であった新幹線をもっていなかった。端的に言って，この 3社
( 3島会社)は，発足時に鉄道事業の収益のみで独立採算を維持することが事実上困難であると見な









































て， 1989年度から経営安定基金が償還され， ]R北海道による自主運用部分が増加している。 1996年
には全額が償還され，自主運用されることになる。
この自主運用分については，金利低下の影響を直接受けるため， 91年以降，運用益は減少を続け























JR北海道 772億円 (54%) 
四 国 292 (49%) 
九州 989 (49%) 
東日本 6，201 (39%) 
東海 1，950 (27%) 














飲 食 *欄北海道ジェイ・アール・フーズ 。
鮒にっしょく北海道 。























































































6) ]R北海道の経営にかんして'i，]R北海道「総合サービス産業をめざして グル プ売り上げ2.500億円へJ 90年 9月， ]R 
北海道 rJR北海道 8年のあゆみJ95年10月， JR北海道「平成 8年度事業計画J などの資料を用いた。
7)上遠野武司「鉄道の第三セクター化とその評価J r公益事業研究J (公益事業学会)45巻 3号， 94年 3月。
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国鉄改革とjRの10年
題は数多い。しかし，これらの問題は，いわばJR各社の経営から離れた， JRの外にある問題であ
る。
いま国民の目は， 20兆円以上と予想きれる処理不能な累積債務問題や，整備新幹線に向けられて
いる。しかし，国民の生活に密着した鉄道という事業に即して考えた場合，このJR北海道をはじめ
とする 3島会社の経営問題，そして本州 3社の上場，完全民営化問題が，実はより重要な問題なの
ではないだろうか。
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